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10月11日（第2例会）�本日の例会�

10月18日（第3例会）�次週のお知らせ�

１． 一口健康メモ�
　　　　　　　　　　　　　　　　 内藤喬皓会員�
１． 卓話「奉仕と寄付inロータリー」�
　　　　　　　　　　　　　　　　 金田勝弘会員�
１．職場見学　13：40～16：30�
　　　ザ・パック(株)　大阪工場及び包装資料館�
１． 情報集会 （親睦・出席）　18：00～�
            エルバイタリアーノ（近鉄百貨店 上本町店 12階）�
�

１． ロータリー情報　�
　　　　 「国際ロータリーの発祥」�
　　　　　　　　　　　　　　　　  飯田圭児会員�
１． 卓話　「シャンプーの話」�
　　　　　　　　　　　　　　　　  伊藤　肇会員�

１． ゲスト＆ビジター（敬称略） �
　　　池引　啓（東大阪）　   岡田好彦（大阪西南）�
　　　川口雄康（大阪阪南）   王　宝（米山奨学生）�
�

10月4日（第1例会）�先週の記録�

会長報告�

幹事報告�

委員会報告�

　先週は「ロータリーの歴史　」としてポール・ハリスのこ
とを中心にビデオを見て頂きました。ロータリーの創設者
の個人的なことも知っておいて下さい。今月、10月は、�
「職業奉仕月間」と「米山月間」です。判ったようでも、具
体的には判っていない職業奉仕ですが本日の卓話とフ
ォーラムで勉強して下さい。先週に会長報告をいたしま
したが、日本独自の「（財）ロータリー米山奨学会」につ
いても後日に卓話がありますので、この機会に内容を知
って頂き、ご寄付をよろしくお願い致します。�
　２００３年３月８日（土）開催のＩ．Ｍ．についての 、第８組
会長・幹事事前会議が９月２０日（金）に、本年度ホストク�
�

ラブの大阪天王寺ＲＣの主催で開催されました。�
開催場所：ソーニ・ディ・ソーニ（大阪ドームシティＰａｄｏｕ
内）、内容では、創立以来１００年の歴史を刻む「ロータリ
ー」の基本理念を再認識し、先人たちが守り育ててきた
ロータリー精神の足跡を辿り、これからのロータリー活動
の糧とする。として、ロータリーの歴史をセミ・ドキュメンタリ
ー風に構成されたシナリオをもとに朗読と群読による語り
芸で進めていく趣向です。費用面も総額を切り詰めて、
参加人数も実数に合わせていくことが決定されました。�
　先週皆様に渡りました、昨年度の「2001～2002年度
地区大会記録」と共にありました、地区大会第1日目の�
「家族のつどい」講演録、田辺聖子氏の「源氏物語の
魅力」の楽しさを報告いたします。講演録なので平易な
文章で、特にイントロの部分が愉しく、微笑ましく読みまし
た。本編の「源氏物語」も説明付きのダイジェスト版とし
て田辺聖子氏の人柄が伝わってくる内容です。本棚に
入れてしまう前に是非お読み下さい。�

クラブ会計予算について�

　現在、クラブ会計予算は適切に遂行されています。し
かし、今後の問題として、事業計画そのものが硬直しつつ
あるようにも思われますので、早い時期に各委員会の事
業内容を検討し、次年度予算に生かしたいと思います。�
  会員の皆さま、各委員会のご協力のほどよろしくお願い
申し上げます。�
�

親睦・出席委員会�
　　　　　　　　　　　　　　   委員長  池田 義彦�
情報集会のご案内�
１０月１８日（金）は情報集会の日であります。�
昼間は職場見学でお疲れと存じますが多数のご参加を
お願いいたします。�
近鉄百貨店エルバイタリアーノで１８時からです。�
美味しい料理とワインが用意されます。�
�



【4つのテスト】　言行はこれに照らしてから�

真実かどうか� みんなに公平か� 好意と友情を深めるか� みんなのためになるかどうか�

�

（編集担当　飯田）�

ロータリーの歴史�
｢ ポール・ハリスの足跡をたずねて｣�

　　　　　　　　　　　　   　　　会長　朝倉　良

（解　説）�
前回の「ロータリーの歴史 I ポール・ハリスを追って」で
はロータリーを創設したポール・ハリスを知って頂かなけ
ればならないと思いロータリーの歴史を、ロータリーの創
始者　ポール・ハリスがロータリーを作り上げてきた過程
を見て行きました。今回は、始祖ポール・ハリスの生誕の
地“ラシーン”、少年時代を過ごした“ウォーリングフォード
村”、ハリス夫妻の住まい“カムリー・バンク”、ＲＩ本部の
ある“エバンストン”、そして永遠の眠り“マウントホープ墓
地”等ロータリーの歴史と伝統を実際に取材した記録（ビ
デオ）を見て頂きます。１９９６年１２月に「ポール・ハリス没
後50周年記念」として、ロータリーの歴史と伝統の会（Rotary 
Heritage and History International Fellowship）日本支部
とＲＩ第2510地区（北海道西部）との共同制作によるもの
です。�
（ビデオの説明）�
始祖の生誕の地“ラシーン” （Racine）�
　ウィスコンシン州・ラシーンは、シカゴの北60マイル、広大
なミシガン湖の西岸に位置している。ポール・ハリスは
1868年4月19日の日曜日、大きな二階建ての白い木造の
家で、ジョージ・ハリスと妻コーネリアの第２子として誕生し
た。しかし父が事業に失敗した為、３歳で父や兄と共に
ウォーリングフォードの祖父母のもとへ、ミルウォーキーより
船出した。ハリスの生家は1956年にホテル建設のため
取り壊されたと記録にあるが、現在は二階建てのオフィス
ビルで、ビル正面の大理石の柱のブロンズ盤には、ロータ
リーマークの下に「ポールＰ・ハリスはこの場所にあった家
で生まれた」と刻まれている。�
少年時代を過ごした“ウォーリングフォード村”（Wallingford）�
　ポールはウォーリングフォードの田舎で過ごした少年時
代を振り返り、自伝の中で語っています。「私たちが大自
然に囲まれ、宇宙と一体となって暮らしていると、何とも言
えぬ幸福感に満たされるのでした」と。この地の、元は学
校の教室であったウォーリングフォードＲＣの例会場が「ポ
ール・ハリス記念館」になっていて、多くのポール・ハリスを
記念する品が置かれ、1943年にはポール自らが記念品
を寄贈した。そして、ポールは、田園生活を愛すること、ニ
ューイングランドの家庭における厳しい躾、教育というもの
の大切さや、高い理想に向かって献身することなど、少年
時代に得た教訓に感謝の念を持っていた。�
�

9月27日［第4例会］�卓�話�

にこにこ箱�nikoniko box

�

スイス、イタリア、タイ国への長旅を無事終えて。�
畑田会員、ニューモラル有り難うございます。         西澤会員�
連続欠席お詫びいたします。                           赤澤会員�
中本会員、先日はありがとうございました。      尾　会員�
いつもニューモラルをいただき感謝しています。             
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  福本会員�

ハリス夫妻の住まい“カムリー・バンク”（Comely Bank）�
　ミシガン湖畔の南西約40マイルにある丘陵地帯、イリ
ノイ州シカゴ市ロング・ウッドドライブ.Ridge. 10856番地の
ハリス家、通称“カムリー・バンク”には、番地を記した門
柱の横に史跡案内板があり、1905年に建てられたハリス
家とありますが、1905年はロータリーの創立の年で、明ら
かに1912年の間違いです。周囲の木立は世界中のここ
を訪れたＲｔｎが友好の印として植えた記念樹で鬱蒼と
繁っています。二階建ての瀟洒な木造の家をポールは、「妻
と二人、心の赴くまま作った小さいながら快適なアメリカ
の我が家」と描写しています。又ある時は、カムリー・バン
クは「世界中のロータリアンが会合する場所だ」と誇らし
げに語っていました。親友のシルベスター・シールは玄関
からよくポールを訪れたが、シカゴＲＣ初代会長のシール
の家は近所の何処であったかは定かではない。�
ＲＩ本部のある“エバンストン”(Evanston, Illinois)�
　国際ロータリーの世界本部もまた、シカゴからミシガン
湖畔に沿って約40ｋｍ北のエバンストン・シャーマン街の
“One Rotary Center”ビルにある。1988年に購入された
19階建てで、国際ロータリーは13階から上を使用して、
下の階は賃貸ししている。19階はＲＩ会長室とＲＩ理事の
会議室で、16階にはハリスと3人の友人が集まって第1回
の会合を開いたシカゴのダウンタウン、ループ地区のデア
ボーン街127番地の歴史的なユニティ・ビルの中にあった
711号室が復元されている。オーク製のドアに“711”と“技
師ガスターバス・ローア”の文字が読み取れるし、部屋の
中には1905年頃のシカゴのダウンタウンを窓から眺めた
写真が掛けられている。古いタイプライター、がっしりした
樫の机、コート掛け、鉱山の図表、ハリス、シール、ショーレ
ー、ローアの写真など過ぎ去った日々に思いを馳せる事
が出来ます。また、同階にはハリスの執務室も再現され
ていて、ロータリーの歴史の中にしばしタイムスリップをして、
等身大のハリスの彫像と握手を交わすことも出来ます。
他の階では、350人あまりの職員がロータリーの運営に携
わっています。ロータリーの過去と現在と未来が同居す
るＲＩ本部です。　　　　　　　　　　  （次号に続く）�


